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 選定したテーマ  

区内外に向けて世田谷の魅力を発信すること（city sales）で、地域活性化を図る提案 

 掲げたテーマ  

 “世田谷の市民・住民団体 ―ビジュアリゼーションによる公共財化―”  

 現状の把握と課題の設定   ＜提案書 p.1＞ 

 世田谷区には、数多くの市民・住民団体の活動と成果の分厚い蓄積がある。行政も、「住民参加」を標榜し「自治

的なまちづくり政策」を推進してきた。現在でも、市民・住民の活動は非常に活発であり、NPO 法人を含め団体数

も多い（図 3と図 4）。23区の中では、港区・千代田区・新宿区・中央区・渋谷区といった都心区（昼間人口指数の

高い業務機能の集積地）が NPO 法人数のベスト 5を独占しているが、世田谷区はそれに次ぐ第 6位（都心区の文京

区や豊島区よりも上位）となっており、郊外区（昼間人口指数の低い居住-生活機能の集積地）では際だった多さと

なっている（図 5と図 1）。 

 団体に参画している人々の多くは生き生きと活動しており、豊かな人間関係を築いてもいるが、世田谷の市民・

住民団体の存在や活動内容については、必ずしも幅広く認知されているわけではなく、活動の豊かな成果が一般住

民に十分に還元されているわけでもない。 

「世田谷の市民・住民団体」は「世田谷の魅力」を構成する重要な要素であり、これを広く区内外に向けて発信

することで地域活性化を図る方途と仕組みを提言する。 

 地域活性化と目指すまちの姿  ＜提案書 p.2＞ 

 地域活性化には、「行政が先導する地域活性化」「私企業などの事業体が先導する地域活性化」「市民・住民が先導

する地域活性化」があるが、私たちは、市民・住民が先導する地域活性化を底上げすることで、民（市民・住民）

と業（事業者）と官（行政）の三者間の互恵的なパートナーシップを高めて相互に連携・協働し、真に豊かで暮ら

しやすい「多色多彩なまち」を創造していくことを目指す。 

現代社会においては、「都市化（生活の社会化と個人化）」の進展によって、効率的で便利で楽な生活が追究され、

面倒で厄介な人との関わりを極力避けて、問題・課題の解決を営利企業や行政に委ねてしまう傾向がますます強ま

っている。他方で、市民・住民団体の活動は、問題・課題を自分たちの手で解決することを模索し、生きるための

知恵や力の働かせ方を、非効率だが経験を通して身に付け（＝身体化）、人から人へ、世代から世代へとバトンを受

け渡していっている。そうした「生きる力と術（問題解決能力）」を持った市民・住民が増えることは、市民・住民

力を高め、世田谷の共有財産にもなり、まちを活性化させていく。 

 事業の目的と方法  ＜提案書 pp.3-8＞ 

 世田谷区を活動の本拠地とする市民・住民団体を、①データベースと②地図と③映像を用いて「目に見える」よ

うにし（ビジュアリゼーション）、それを集約しつなぎ合わせて幅広い情報発信と交流の結節点となる④情報プラッ

トフォームを Web 上に構築・公開して、誰でもアクセス可能とすると共に、誰でも参与できる更新作業を重ねてい

くことで、みんなで関わりながらそれを⑤「公共財」に育てていく。また、これによって、市民・住民の活動をよ

り一層活発なものにし、ネットワーク化することで良い循環・相乗効果を巻き起こして、市民・住民間で「生きる

力と術」を高め合えるようにする。 

 事業の効果  ＜提案書 pp.9-10＞ 

「魅力的で先進的な市民・住民活動のメッカ、世田谷」という新たなブランディングに基づく情報発信、市民・

住民団体の自発的な活動の蓄積が「生きる力と術」を高めることに繋がる道筋の提示は、人々の「生き方」を再考

させると共に、被災時などの危機的状況下にあってもたくましく生き抜く知恵や勇気を人々に与えることにもなる。

これによって、世田谷の外側へ向けての情報発信（city sales）と内側での市民・住民力の向上という、二重の意

味での「魅力の創出」と「地域の活性化」を実現する。 
























